
む　せ　ん　と　う　　令和６年６月 30 日 第 73 号ᾇ

広

報

6･30/P���
相双地区電気工事協同組合
߹ಉڠࣄؾɾฤूʗ૬۠ిߦൃ
˟�7��0033
ౡݝೆ૬അݪࢢொ۠ݟߴொ � ஸ 7 ൪
 5&-ʢ0���ʣ ̎ ̎ ʵ ̍ ̕ ̑ ̍ ᷄
 63-  IUUQ���XXX�TTEFOLZP�PS�KQ
 &�NBJM　JOGP!TTEFOLZP�PS�KQ

第
65
回
通
常
総
会
開
催

本
組
合
の
第
��
回
通
常
総
会

が
５
月
�7
日（
金
）午
後
４
時
�0

分
か
ら
南
相
馬
市
原
町
区
ラ

フ
ィ
ー
ヌ
に
お
い
て
、
組
合
員

7�
名
の
う
ち
��
名（
本
人
出
席

��
名
、
委
任
��
名
、
書
面
��
名
）

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。初

め
に
、
福
島
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会

相
双
事
務
所
佐

藤
氏
が
挨
拶
を
し
、
渡
部
昌
彦

副
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
た

後
、
ご
逝
去
さ
れ
た
組
合
員
に

対
し
黙
祷
を
出
席
者
全
員
で
さ

さ
げ
た
後
、
議
案
の
審
議
に
先

立
ち
令
和
６
年
度
各
団
体
等
で

の
受
賞
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。次

い
で
、
青
田
純
理
事
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
受
賞
者
に
労
い

の
言
葉
を
送
り
、
組
合
事
業
に

対
す
る
協
力
の
感
謝
を
述
べ
、

今
年
度
も
組
合
の
基
本
理
念
で

あ
る
相
互
扶
助
に
基
づ
き
、
組

合
員
の
経
済
的
地
位
の
向
上
の

た
め
事
業
、
組
織
の
運
営
を
誠

心
誠
意
努
め
て
参
り
た
い
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

議
事
の
審
議
に
あ
た
り
議
長

の
選
出
が
行
わ
れ
、
議
長
に
、

高
山
克
男
氏
が
選
任
さ
れ
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

議
案
第
１
号

令
和
５
年
度
事

業
報
告
、
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び

損
失
金
処
理
案
承
認
の
件

議
案
第
２
号

令
和
６
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
決
定

の
件

議
案
第
３
号

令
和
６
年
度
組

合
員
よ
り
徴
す
る
賦
課
金
の

賦
課
及
び
賦
課
徴
収
方
法
決

定
の
件

議
案
第
４
号

取
引
先
金
融
機

関
並
び
に
借
入
金
最
高
限
度

額
決
定
の
件

議
案
第
５
号

定
款
変
更
の
件

議
案
第
６
号

女
性
部
規
約
の

制
定
の
件

議
案
第
７
号

規
約
の
一
部
改

正
の
件

以
上
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
全
て
原
案
通
り
可
決
決
定

し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
が
終
了
し
、

議
長
解
任
を
行
い
、
阿
部
展
才

副
理
事
長
が
閉
会
を
宣
し
通
常

総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
会
場
を
移
し
、
懇

親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
初
め

に
、
青
田
純
理
事
長
が
挨
拶
の

後
、
荒
明
監
事
の
ご
発
声
に
よ

り
乾
杯
が
行
わ
れ
、
和
や
か
に

組
合
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
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日
頃
よ
り
、
組
合
員
並
び
に

関
係
各
位
の
皆
様
に
当
組
合
事

業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
特
段

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

か
ら
�3
年
が
過
ぎ
、
原
発
被
災

地
で
あ
る
双
葉
郡
の
復
興
が
本

格
化
し
始
め
た
段
階
で
あ
り
ま

す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

で
は
、
昨
年
８
月
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
少
な
く
と
も
30

年
ほ
ど
か
か
る
と
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
停

電
に
よ
る
処
理
水
放
出
の
停
止

や
汚
染
水
漏
れ
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

が
相
次
い
で
お
り
、
不
安
や
疑

念
の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
廃
炉
最
大
の
難
関
と

さ
れ
る
燃
料
デ
ブ
リ
の
試
験
的

な
取
り
出
し
に
つ
い
て
も
作
業

が
難
航
し
延
期
と
な
っ
て
お

り
、
廃
炉
の
難
し
さ
が
改
め
て

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
お
り
、
被

災
地
の
復
興
に
は
廃
炉
の
行
方

が
左
右
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
感
じ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

が
増
加
し
て
お
り
、
台
風
や
線

状
降
水
帯
に
よ
る
災
害
が
発

生
、
記
録
的
な
猛
暑
と
な
る
な

ど
気
候
変
動
の
影
響
を
強
く
感

じ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
約
３
年
続
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
昨

年
５
月
に
５
類
へ
と
移
行
し
、

経
済
活
動
が
本
格
的
に
再
開
さ

れ
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
も
制
限
な

く
行
な
わ
れ
る
な
ど
人
や
物
の

動
き
が
戻
っ
て
ま
い
り
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
日
常
に
戻
っ
た
こ
と

を
実
感
す
る
一
年
と
も
な
り
ま

し
た
。

そ
の
一
方
で
、
長
引
く
イ
ン

フ
レ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
中
東
情
勢

等
に
よ
り
、
世
界
経
済
の
先
行

き
へ
の
不
透
明
感
が
増
す
中

で
、
多
く
の
企
業
で
は
物
価
高

や
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
へ
の

対
応
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
経
営
環
境
は
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
中
小
企
業
、
特
に
建

設
業
界
で
は
人
材
不
足
・
後
継

者
不
足
が
社
会
的
な
問
題
と
し

て
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
れ

わ
れ
電
気
工
事
業
界
で
も
慢
性

的
な
人
材
不
足
と
高
齢
化
が
進

み
、
将
来
的
な
担
い
手
不
足
や

次
世
代
へ
の
技
術
継
承
が
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
優
秀

な
人
材
の
確
保
、
技
術
、
技
能

の
継
承
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
業
界
へ
の
就
業
者
の

確
保
に
向
け
、
青
年
部
が
中
心

と
な
り
実
業
高
校
生
等
を
対
象

に
電
気
工
事
業
の
魅
力
等
を
伝

え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ら
の
支
援
を
引
き
続

き
進
め
て
参
り
ま
す
。

私
共
組
合
で
は
、
組
合
員
の

高
齢
化
、
後
継
者
問
題
、
さ
ら

に
は
原
発
事
故
等
の
影
響
に
よ

り
、
組
合
員
の
継
続
的
な
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

の
な
か
で
、
組
織
基
盤
の
強
化

が
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
、
地
区
内
の
組

合
未
加
入
の
電
気
工
事
業
者
の

加
入
促
進
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

電
気
工
事
業
界
に
も
、
変
革

の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
我
々

は
そ
の
波
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
多
様
化
し
続
け
る
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
応
え
、
環
境

に
や
さ
し
く
安
心
安
全
な
電
気

工
事
を
提
供
で
き
る
技
術
者
集

団
と
し
て
、
地
域
の
信
頼
に
こ

た
え
て
い
け
る
よ
う
、
組
合
員

が
一
丸
と
な
っ
て
変
化
に
対
応

で
き
る
組
織
作
り
と
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

組
合
の
存
在
意
義
が
希
薄
に

な
り
つ
つ
あ
る
中
、
組
合
の
使

命
は
、
組
合
員
の
生
活
基
盤
の

安
定
化
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う

健
全
な
営
業
活
動
の
出
来
う
る

環
境
作
り
が
最
も
重
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
常
に
こ
の

こ
と
を
意
識
し
、
組
合
の
基
本

理
念
で
あ
る
相
互
扶
助
に
基
づ

き
、
組
合
員
の
経
済
的
地
位
の

向
上
の
た
め
事
業
、
組
織
の
運

営
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
同
様
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組

合
員
の
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
繁
栄
と
無
事
故
無
災
害
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

　
　
　
　
理
事
長

青

田　
　

純
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令
和
６
年
５
月
��
日（
水
）午

後
４
時
�0
分
か
ら
南
相
馬
市
原

町
区
の
ラ
フ
ィ
ー
ヌ
に
お
い
て
、

会
員
�0
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
令
和
�
年

度
安
全
表
彰
が
行
わ
れ
、
安
全

優
良
事
業
所
・
安
全
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
受
賞
は
次
の
通
り
）

◦
安
全
優
良
事
業
所

光
洋
電
設
㈱

㈲
本
間
電
気
工
事

◦
安
全
功
労
者
表
彰

松
林
電
機
工
事
㈱

　
　
　

只
野

大
輔

㈲
相
双
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
　
　

高
野　
　

歩

㈲
浪
江
電
設

　
　
　

安
慶
名

誠

総
会
に
移
り
、
高
山
克
男
副

会
長
よ
り
開
会
を
宣
し
た
後
、

青
田
純
会
長
よ
り
、
受
賞
者
の

方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
述
べ
た
の

ち
、
や
り
が
い
・
働
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
職
場
の
環
境
作
り
と
、
高

温
多
湿
の
時
期
に
備
え
熱
中
症

対
策
の
徹
底
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
菅
野
智
宏
顧
問
よ
り

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
の
災
害
状

況
の
報
告
と
５
Ｓ
や
指
差
呼
称

と
い
っ
た
基
本
ル
ー
ル
の
遵
守

の
徹
底
と
、
現
場
で
の
声
出
し
・

声
掛
け
・
確
認
対
話
を
今
後
と

も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
の
審
議
に
あ
た
り
議
長

の
選
出
が
行
わ
れ
、
議
長
に
、

ワ
タ
ナ
ベ
電
建（
株
）渡
辺
雄
一

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
事

で
は
、
令
和
�
年
度
事
業
・
決

算
報
告
、
令
和
�
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
お
よ
び
役
員
体
制

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
原

案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
令
和
�
年
度
安
全

ス
ロ
ー
ガ
ン「
小
さ
な
ヒ
ヤ
リ
も

大
事
な
気
づ
き
声
に
出
し
て

災
害
ゼ
ロ
」を
渡
部
清
昭
理
事
の

も
と
全
員
で
指
差
し
唱
和
を
行

い
、
鈴
木
恭
之
副
会
長
よ
り
閉

会
を
宣
し
定
期
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

スローガン指差し唱和

菅野顧問

安
全
協
会

令
和
６
年
度
福
島
県
電
気
工
事

相
双
地
区
安
全
協
会
定
期
総
会

青田会長
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日
頃
よ
り
相
双
地
区
電
気
工

事
協
同
組
合
青
年
部
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
青
年
部
を
代
表
し
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
�
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
青
年
部
で
は
、
東
日
本

大
震
災
時
に
多
く
の
方
か
ら
受

け
た
ご
支
援
を
恩
送
り
と
い
う
形

で
繋
い
で
い
く
た
め
、
募
金
の
協

力
・
電
線
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
を

行
い
、
活
動
の
収
益
を
心
ば
か
り

で
す
が
義
援
金
と
し
て
お
送
り
し

ま
し
た
。
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
あ
り
、
少
し
で
も
支
援
で

令
和
６
年
度
青
年
部
通
常
総

会
が
令
和
６
年
５
月
�0
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
高
山
敏
一
青
年
部

長
の
挨
拶
の
後
、
青
年
部
担
当

の
阿
部
展
才
副
理
事
長
よ
り
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
小
丸
悦
武
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
令
和
�
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
令

和
�
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

き
れ
ば
と
思
い
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
に
は

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
活
動
は
、

昨
年
度
同
様
に
小
高
産
業
技
術

高
等
学
校
電
気
科
２
年
生
生
徒
へ

の
電
気
工
事
実
演
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
南
相
馬
市
海
水
浴
場
海
開

き
に
伴
う
放
送
設
備
工
事
、
浪
江

町
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
復

興
な
み
え
十
日
市
」
の
設
備
工
事

な
ど
を
行
い
地
域
へ
の
貢
献
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
会
員
大

会
、
全
国
青
年
部
会
員
大
会
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
積
極
的
に
参

加
し
、
他
地
域
の
青
年
部
員
と
の

交
流
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

現
在
、
電
気
工
事
業
界
に
お
い

て
人
材
確
保
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
高
校
生
へ
の
学
生

青
年
部
長
挨
拶

　
　
　
　
　
相
双
地
区
電
気
工
事
協
同
組
合

青
年
部
長  

高
山

敏
一

交
流
セ
ミ
ナ
ー
以
外
に
も
人
材
確

保
へ
向
け
た
活
動
も
必
要
で
す
。

昨
年
に
は
福
島
県
に
お
い
て
女
性

部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

女
性
部
と
協
力
し
人
材
確
保
等

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
外

部
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
部
員
全

員
で
一
致
協
力
し
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
親
会
員
、
関
係
各
位
の

ご
支
援
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
部
通
常

総
会
開
催

令和6年度の主な事業
・電気工事業界理解促進事業
　　　　　　（小高産業技術高等学校）
・東北七県全国青年部会員大会、
　　　　　　　　　電気工事技能競技大会
・北泉海水浴場放送設備工事、
　　　　　　　　　浪江十日市祭電源工事
・南相馬市植樹祭、　南相馬市
　　　　北泉海水浴場ビーチクリーン活動

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
組
合
事
業
へ
の
積
極
的

参
加
を
通
じ
て
、
次
代
の
組
合
運
営
の

担
い
手
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
に
努

め
、
会
員
相
互
の
教
養
を
高
め
、
親
睦

を
図
る
た
め
、
福
利
厚
生
、
各
種
研
修

会
、
講
習
会
を
行
い
、
地
域
社
会
の
発

展
、
福
祉
に
関
す
る
事
業
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

自
己
研
磨
、
情
報
収
集
そ
し
て
幅
広

い
人
脈
を
得
る
た
め
、
是
非
と
も
ご
入

会
い
た
だ
き
、
青
年
部
活
動
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
加
入
資
格

青
年
部
の
会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者

で
あ
っ
て
年
齢
�0
歳
以
下
の
者

⑴
本
組
合
の
組
合
員

⑵
組
合
所
属
事
業
所
の
後
継
者

⑶
組
合
所
属
事
業
所
の
従
業
員
で
管
理
、

指
導
の
地
位
に
あ
る
者

◇
事
　
　
業

⑴
電
気
工
事
業
の
経
営
、
技
術
、
そ
の

他
、
研
修
に
関
す
る
勉
強

⑵
会
員
相
互
の
教
養
、
知
識
の
向
上
を

図
る

⑶
組
合
活
動
の
推
進

⑷
電
気
工
事
業
界
の
人
材
育
成
に
関
す

る
研
究

◇
会
　
　
費

年
間

１
２
，０
０
０
円

◇
加
入
申
込

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
組
合
事
務
局
ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

青
年
部
加
入
の
ご
案
内
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組
合
事
業
活
動

第
��
回
南
相
馬
市

　
　
鎮
魂
復
興
市
民
植
樹
祭
開
催

令
和
�
年
�
月
�
日（
日
）に

南
相
馬
市
小
高
区
塚
原
地
内
に

て
鎮
魂
復
興
植
樹
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
こ
の
植
樹
祭
で
す
が
、
今

年
度
は
１
，３
０
０
人
が
全
国
各

地
か
ら
参
加
し
、
当
組
合
は
東

北
電
力
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て

��
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

地
元
に
生
息
す
る
タ
ブ
ノ
キ
、

ア
カ
ガ
シ
、
ス
ダ
ジ
イ
な

ど
��
種
類
�
万
本
の
苗

を
、
東
日
本
大
震
災
で
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
慰

霊
す
る
と
と
も
に
、
命
を

守
る
防
災
林
と
し
て
成
長

す
る
よ
う
様
々
な
想
い
を

込
め
な
が
ら
植
樹
い
た
し

ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
規
加
入
組
合
員
紹
介

事
業
所
名

株
式
会
社

協
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
者
名

齋

藤　
　
　

晋

加
入
年
月
日

令
和
６
年
４
月
１
日

所

在

地

福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町

夜
の
森
南
三
丁
目
41
番
地

電
話
番
号

（
０
２
４
０
）

２
３
―
５
５
１
８

令
和
６
年
度
団
体
等
で
の
受
賞
者

福
島
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会

組
合
功
労
者
表
彰

㈱
高
木
電
気
商
会高木

数
泰

東
北
七
県
電
気
工
事

組
合
連
合
会

優
良
従
業
員

㈲
相
双
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

渡
部

真
也
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2024 年度 取扱い新製品

ӨӨӨࢂᇸൃઞᆾ

URL  http://www.kngd.co.jp 

<関連会社> 

<取扱いメーカー> 

北日本工業株式会社 

東神電気株式会社 
株式会社戸上電機製作所 

TEL  022-232-5691   FAX  022-232-5690 

誠実と信頼で奉仕する電設資材の製造・総合卸商社

〒984-0015   宮城県仙台市若林区卸町 1 丁目 5 番地の 3 

։ოいਿ׀のはՒӨᇔ社ま֦։ኴい֚৪います。Ө

Ӳᆋ໔ି֦؈࿊)

։ოいਿ׀のはՒӨᇔ社ま֦։ኴい֚৪います。Ө

〒984-0015   宮城県仙台市若林区卸町 1 丁目 5 番地の 3 

北日本電材株式会社

オーナーズプラン、パートナーズプラン 、特定退職金共済制度

ビジネスＪネクスト（業務災害補償保険）

お気軽に

ご相談ください！
〒�������4 南相馬市原町区旭町�������

あいおいニッセイ同和損保原町ビル４Ｆ
TEL：���4 � �� � ���� FA;：���4 � �4 �����

K -2024 -5001 （2024 .6） （損保） B -2024 -51 2

大樹生命保険株式会社は三井住友海上火災保険株式会社の代理店・扱者として損害保険代理店委託契約を締結しています。

＜共済制度引受保険会社＞
　大樹生命保険株式会社　相双営業部

福島県中小企業団体中央会

福島県中小企業団体中央会

お気軽に

ご相談ください！

＜共済制度引受保険会社＞ 大樹生命保険株式会社 相双営業部

〒975-0004 南相馬市原町区旭町4-91-17
あいおいニッセイ同和損保原町ビル４Ｆ

TEL：0244 - 24 - 3050  FAX：0244 - 24 -5399Ｋ-2023-5003（2023.6） （損保）Ｂ-2023-508（2023.6）

大樹生命保険株式会社は三井住友海上火災保険株式会社の代理店・扱者として損害保険代理店委託契約を締結しています。



む　せ　ん　と　う　　令和６年６月 30 日 第 73 号ᾍ

換気扇・照明器具・空調機
スマート電化品

˟��3ʵ00��　ઋٶࢢ۠ٶ̍ ʵ̍ ̎ɻ ̍
͍ͪ͝ઋΠʔετϏϧ̏'
̩̚ ʢ̡̌ ̎̎ ʣ̓̐̎ ʵ̏ ̌̐ 　̛̖̏ ʢ̭̌ ̎̎ ʣ̓̐̎ ʵ̏ ̌̕ ̎

三菱電機住環境システムズ株式会社

代理店

有限会社トラスト
〒975-0032 南相馬市原町区桜井町1丁目261
TEL:0244-23-0803　FAX:0244-25-4631

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

ڠ ձ ຊ ෦　ઋࢢ੨༿۠ՖژӃ�ʵ�ʵࡾ���ϓϨγʔβϏϧ ὸ������������
ౡࢧݝ෦　ࢢࢁ܊৽�ʵ��ʵ�� ὸ�������������
ౡిؾཧηϯλʔ　ౡࢢ൧ொ੨ࣈށ��ʵ� ὸ�������������
����ʵࢢཧηϯλʔ　ೋຊদؾిࢁ܊ ὸ�������������
ձిؾཧηϯλʔ　ձएদࢢೆઍੴொ�ʵ�� ὸ�������������
૬ిؾཧηϯλʔ　૬അݪࢢ佂ࡳࣈϊ��ʵ� ὸ�������������
നՏిؾཧηϯλʔ　౦ന്܊ொେࣈ്ࣈொ�ʵ� ὸ�������������
͍Θ͖ిؾཧηϯλʔ　͍Θ͖࢛ࢢொَࣈӽ��ʵ� ὸ�������������

一般社団法人

本社/仙台市宮城野区日の出町2-2-13  岩沼本社/岩沼市押分字南谷地86-5

相馬営業所/相馬市椎木字北原104-1    原町営業所/南相馬市原町区北原字本屋敷153

【取扱商品】

電気設備資材 ＬＥＤ照明器具 住宅設備/建材 空調設備機器
太陽光発電システム 省エネ設備機器 通信設備機器 防犯設備機器
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会報誌用A4広告モノクロ（W210 H297mm）

約3人に1人が切り替え済み!  現在、ご契約の電気料金プランが分からなくても大丈夫!

東北電力  いまがカエドキ 検 索キャンペーンに関するお問い合わせ先 詳しくは受付期間：2024年6月3日（月）～7月31日（水）まで
受付時間：午前9時～午後5時（土・日・祝日を除く）

6/3 月 7/31
2024 2024

水

プラン切り替えで月々の電気料金がおトクに

◎2か月分15%OFFや抽選ポイントの対象条件等については、本キャンペーンの特設ページをご参照ください。◎「よりそうeポイント」の進呈は、特典付与
時点で「よりそうeねっと」に加入し、対象の自由料金プランの登録がお済みの方が対象となります。◎当社が不適切と判断した場合はポイント進呈をおこ
ないません。◎ポイントの進呈は2024年10月末までを予定しておりますが、諸事情により遅れる場合がございます。

0120-175-028

もう切り替えはお済みですか?
東北電力でご契約のあなた。

OFF15%
2か月分

OFF15%
2か月分 抽選で最大

10,000
ポイントが当たる!

抽選で最大
10,000
ポイントが当たる!

電気料金が 40,000
合計

名さま

キャンペーン期間中に
対象プランに切り替えの方

よりそうeねっと会員かつ
自由料金プランご契約の方

エントリー
要!




